
※本検査は将来の認知症の発症の有無を判定するものでは
ありません。また、現在の認知症等の体調の状態を調べる
ものではありません。

日本では認知症の中で、アルツハイマー型認知症が半数以上を占めているといわれています。アルツ
ハイマー型認知症は脳内にアミロイドβタンパク質が徐々に蓄積して発症すると考えられています。
ApoE（アポリポプロテインE）遺伝子はアミロイドβタンパク質の蓄積や凝集を調節する働きを持っ
ており、そのタイプによってリスクの違いが示されています。本検査は、ApoE遺伝子のタイプを解
析することで、ご自身の認知症リスクを知ることができます。

健やかな未来への第一歩！

検体を郵送すると検査結果をWEB上で閲覧
できます。

健やかな未来への第一歩！

認知症予防に役立つ対策方法・日々の生活習慣の
アドバイスをレポートで解説します。

アルツハイマー型認知症とは

予防対策

検査の手順

アルツハイマー型認知症の遺伝子リスク

検査に必要な検体は頬の内側を専用スワブで採取
するだけで採血不要。“簡単・痛みなし”で使える検
査キットです。
認知症リスクを遺伝子検査で“見える化”。遺伝子

は生涯変わらないので検査は一度だけで済みます。
現在の生活習慣を踏まえた認知症予防のアドバイ

スも掲載。“知って備える”をサポートします。

本サービスの特長

2025年時点で65歳以上の5人に1人（約750万人）が
認知症になるといわれています。ご自身の遺伝的な
リスクを事前に知り、早期から生活習慣の改善に取
り組むことで、認知症の予防と将来の健やかな生活
に役立てることができます。

6パターンの遺伝子タイプがわかります。

〒567-0047 大阪府茨木市美穂が丘8-1 大阪大学
産業科学研究所 オープンイノベーション棟OI-104
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